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概要概要

開発およびデプロイメントのワークフローを確認し、インテリジェントアプリケーションにデータ
モデルをデプロイします。
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第1章 データモデルの開発の概要
このセクションでは、Red Hat OpenShift Data Science を使用して作成された予測モデルを使用するア
プリケーションの、開発およびデプロイに必要な作業を説明します。

組織では、このプロセスの担当をデータサイエンティストやアプリケーション開発者などの複数のロー
ルに分割したり、この作業を 1 つのロールで行ったりする場合があります。各ステップに適切なロール
について記載しています。

表表1.1 ロール別の開発タスクロール別の開発タスク

アプリケーアプリケー
ション開発ション開発
者者

データサイデータサイ
エンティスエンティス
トト

タスクの説明タスクの説明

✔  OpenShift Data Science アプリケーションテンプレートを使用して、Python
S2I プロジェクトを Git に作成します。

方法 1: GitHub テンプレートを使用 します。

方法 2: CookieCutter プロジェクトジェネレーターを使用 します。

✔  データサイエンティストが、リポジトリーへのプッシュやリポジトリーから
のプルを実行できるように、Git プロジェクトへのユーザーアクセスを設定 し
ます。

この時点で、モデルとそのモデルを使用するアプリケーションを同時に開発できます。

✔  プロジェクトリポジトリーを使用して OpenShift アプリケーションを作成 し
ます。

✔  OpenShift アプリケーションをビルド してコードを検証します。

✔  Webhook を使用してビルドプロセスを自動化 します。

 ✔ Jupyter を起動 し、ノートブックを 作成 または インポート します。

 ✔ アプリケーションの Git プロジェクトを JupyterLab に インポート します。

 ✔ JupyterLab のノートブックを使用して、モデルを開発およびテストします。

 ✔ 別の Python ファイルに 独立した Python 関数としてモデルを保存 します。

 ✔ 関数に必要な依存関係で requirements.txt ファイルを更新 します。

 ✔ ノートブックサーバーで関数をテスト します。

 ✔ 更新をリモート Git プロジェクトに再プッシュ します。

✔ ✔ デプロイされたアプリケーションエンドポイントをテスト します。
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第2章 OPENSHIFT DATA SCIENCE の PYTHON S2I アプリケー
ションの作成

2.1. GITHUB テンプレートを使用した OPENSHIFT DATA SCIENCE の
PYTHON S2I アプリケーションの作成

Red Hat の Python S2I アプリケーションリポジトリーを GitHub のテンプレートとして使用し、Red
Hat OpenShift Data Science に適したアプリケーションをすばやく作成できます。テンプレートを使用
して、既存の Red Hat OpenShift Data Science リポジトリーと同じ形式、ディレクトリー構造、ファイ
ルを指定して新規リポジトリーを生成します。

前提条件前提条件

GitHub アカウント。

使用する適切なテンプレートが格納された GitHub リポジトリーにアクセスするための認証情
報。

手順手順

1. GitHub で、テンプレートリポジトリー (Red Hat の Python S2I アプリケーションリポジト
リー) のメインページに移動します。

2. Use this template をクリックします。

3. オプション: Owner 一覧から、リポジトリーを所有するアカウントを選択します。

4. Repository name フィールドに新規リポジトリーの名前を入力します。

5. オプション: Description フィールドに、新規リポジトリーの説明を入力します。

6. リポジトリーの表示レベルを設定します。

a. 誰でもリポジトリーを表示できるように、Public を選択します。デフォルトのリポジト
リー表示レベルは Public に設定されています。

b. Private をクリックし、リポジトリーを表示してコミットできるユーザーを制限します。

7. オプション: Include all branches チェックボックスを選択し、テンプレートリポジトリーのブ
ランチを新規リポジトリーにコピーします。

8. Create repository from template をクリックします。

検証検証

テンプレートから作成したリポジトリーが表示され、GitHub アカウントからアクセスできま
す。

2.2. COOKIECUTTER を使用した OPENSHIFT DATA SCIENCE の
PYTHON S2I アプリケーションの作成

Cookiecutter を使用して、Red Hat OpenShift Data Science に適したアプリケーションをすばやく作成
できます。Cookiecutter は、データサイエンスの作業用に柔軟で標準化されたプロジェクト構造を作成

Red Hat OpenShift Data Science 1 データモデルの開発データモデルの開発
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する Python ライブラリーです。Cookiecutter を使用してプロジェクトのリポジトリーをさらにカスタ
マイズできます。たとえば、プロジェクトの要件に合わせてリポジトリーのディレクトリー構造を変更
できます。

前提条件前提条件

起動済みで実行中の Jupyter サーバー。

GitHub アカウント。

使用するテンプレートが格納された GitHub リポジトリーにアクセスするための認証情報。

手順手順

1. JupyterLab インターフェイスで、File → New → Terminal をクリックします。

2. ターミナルで pip install コマンドを実行して Cookiecutter をインストールします。

pip install cookiecutter

3. cookiecutter コマンドを実行して、Cookiecutter のリポジトリーテンプレートからプロジェク
トを作成します。

cookiecutter template-repository-URL

template-repository-URL をテンプレートリポジトリーの URL
(https://github.com/opendatahub-io/odh-s2i-project-cookiecutter) に置き換えます。

4. プロンプトが表示されたら、以下の情報を指定します。

a. プロジェクトの名前。

b. リポジトリーの名前。

c. プロジェクトの作成者の名前。

d. プロジェクトの説明。

e. オープンソースライセンスファイルのタイプ。
Cookiecutter テンプレートリポジトリーの内容は、左側のサイドバーの File Browser に表
示されます。

5. GitHub でリポジトリーを作成します。

a. GitHub ホームページの右上にある + → New repository をクリックします。
Create a new repository ページが開きます。

b. Repository template フィールドで、使用するテンプレートを選択します。

c. オプション: Include all branches チェックボックスを選択し、テンプレートリポジトリー
のブランチを新規リポジトリーにコピーします。

d. Owner フィールドで、リポジトリー所有者のユーザー名を選択します。

e. Repository 名のフィールドに、リポジトリーの名前を入力します。

第第2章章 OPENSHIFT DATA SCIENCE のの PYTHON S2I アプリケーションの作成アプリケーションの作成
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f. オプション: Description フィールドに、リポジトリーの説明を入力します。

6. リポジトリーの表示レベルを設定します。

a. 誰でもリポジトリーを表示できるように、Public を選択します。デフォルトのリポジト
リー表示レベルは Public に設定されています。

b. Private をクリックして、リポジトリーを表示してコミットできるユーザーを選択します。

c. Create repository をクリックします。

7. Jupyter サーバーでリポジトリーのクローンを作成します。

a. JupyterLab インターフェイスで、Git → Clone a Repository をクリックします。
Clone a repo ダイアログが表示されます。

b. クローンを作成するリポジトリーの URL を入力します。

c. Clone をクリックします。
クローン作成したリポジトリーは、左側のサイドバーの File Browser に表示されます。

d. File Browser で、Cookiecutter で作成されたファイルおよびディレクトリーを、クローン
作成したリポジトリーに移動します。

8. 変更をリモートリポジトリーにプッシュします。

a. 左側のサイドバーで Git (  ) をクリックします。

b. 変更を追跡していない場合は、Changes タブで、カーソルを Untracked セクションバーの

上に置き、  をクリックします。

c. 変更が含まれるファイルがある場合は、Changes タブで、カーソルを Changed セクショ

ンバーの上に置き、  をクリックします。

d. Required フィールドに、変更の要約を入力します。

e. Description フィールドに、変更の説明を入力します。

f. Commit をクリックします。

g. Jupyter インターフェイスで Git → Push to Remote をクリックし、変更をリモートリポジ
トリーにプッシュします。
Git credentials required ダイアログが開きます。

h. リモートリポジトリーにアクセスするための認証情報を入力します。

i. OK をクリックします。

検証検証

テンプレートから作成したリモートリポジトリーにアクセスできます。

リモートリポジトリーでプッシュした変更を確認できます。

Red Hat OpenShift Data Science 1 データモデルの開発データモデルの開発
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第3章 リモート GIT リポジトリーへのユーザーアクセスの設定
データサイエンティストやアプリケーション開発者は、リポジトリーからデータをプッシュおよびプル
するために、リモート Git リポジトリーへのアクセスが必要です。リポジトリー所有者は、開発者とし
てこれらのユーザーをリポジトリーに追加し、アクセスを許可できます。

GitHub リポジトリーについては、GitHub ドキュメント を参照してください。

個人リポジトリーの場合: Inviting collaborators

組織リポジトリーの場合: Adding organization members

第第3章章 リモートリモート GIT リポジトリーへのユーザーアクセスの設定リポジトリーへのユーザーアクセスの設定

7

https://docs.github.com/en/github/setting-up-and-managing-your-github-user-account/managing-access-to-your-personal-repositories/inviting-collaborators-to-a-personal-repository
https://docs.github.com/en/organizations/organizing-members-into-teams/adding-organization-members-to-a-team


第4章 GIT リポジトリーからの OPENSHIFT アプリケーションの
作成

Git リポジトリーからコードをインポートし、これを使用して OpenShift Dedicated で Red Hat
OpenShift Data Science アプリケーションを作成し、ビルドおよびデプロイできます。

前提条件前提条件

OpenShift Dedicated Web コンソールにログインしている。

Developer パースペクティブを使用している。

OpenShift Dedicated でアプリケーションおよび他のワークロードを作成するのに適切なプロ
ジェクト内のロールおよびパーミッションがある。

Git リポジトリーを設定している。

Git リポジトリーをインポートするためのパーミッションがある。

手順手順

1. OpenShift Dedicated で、アプリケーションを作成するプロジェクトを選択するか、アプリ
ケーションの新規プロジェクトを作成します。

2. +Add ビューで From Git をクリックし、Import from Git フォームを表示します。

3. Git セクションで、アプリケーションの作成に使用するコードベースの Git リポジトリー URL
を入力します。

4. オプション: Show Advanced Git Options をクリックし、以下のような詳細を追加します。

Git Reference: アプリケーションのビルドに使用する特定のブランチ、タグ、またはコ
ミットのコードを参照します。

Context Dir: アプリケーションのビルドに使用するアプリケーションのソースコードのサ
ブディレクトリーを指定します。

Source Secret: プライベートリポジトリーからソースコードをプルするための認証情報で
Secret Name を作成します。

5. Builder セクションで、適切なビルダーイメージがデフォルトで検出され、選択されます。

6. General セクションで、以下を実行します。

a. Application フィールドに、アプリケーションを分類するための一意の名前を入力します。
これはプロジェクト内で一意でなければなりません。

b. Name フィールドには、Git リポジトリーの URL に基づき自動的に入力されます。これ
は、このアプリケーション用に作成されたリソースを識別するのに使用されます。

7. Resources セクションで Deployment Config を選択し、OpenShift スタイルのアプリケー
ションを作成します。

8. Advanced Options セクションで、以下を行います。

a. Create a route to the application チェックボックスがデフォルトで選択されるため、公開
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a. Create a route to the application チェックボックスがデフォルトで選択されるため、公開
されている URL を使用してアプリケーションにアクセスできます。
アプリケーションをパブリックルートに公開しない場合は、チェックボックスをクリアし
ます。

b. オプション: Routing をクリックし、高度なルーティングオプションを表示します。

i. ルートのホスト名をカスタマイズします。

ii. ルーターが監視するパスを指定します。

iii. ルート上のトラフィックのターゲットポートを選択します。

iv. ルートのトランスポートセキュリティーを設定します。

c. オプション: Build configuration をクリックし、モデルをビルドするのに必要な環境変数な
ど、高度なビルド設定オプションを表示します。

d. オプション: Deployment configuration をクリックして、モデルがデプロイメント環境で
必要とする環境変数を含む、高度なデプロイメント設定オプションを表示します。

e. オプション: Scaling をクリックし、最初にデプロイする Pod またはアプリケーションイン
スタンスの数を定義します。

f. オプション: Resource Limit をクリックして、コンテナーが実行時に保証または使用が許可
されている CPU および Memory リソースの量を設定します。

g. オプション: Labels をクリックし、カスタムラベルをアプリケーションに追加します。

9. Create をクリックして、アプリケーションを作成し、Topology ビューでビルドのステータス
を確認します。

検証検証

Topology ビューでアプリケーションを表示できます。

アプリケーションをクリックし、アプリケーションの詳細ペインで Resources タブを確認しま
す。Builds で成功メッセージ (例: Build #1 is complete) を探します。

関連情報関連情報

Developer パースペクティブを使用したアプリケーションの作成

Web コンソールへのアクセス

Web コンソールの Developer パースペクティブ

デフォルトのクラスターロール

第第4章章 GIT リポジトリーからのリポジトリーからの OPENSHIFT アプリケーションの作成アプリケーションの作成
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第5章 WEB コンソールを使用した OPENSHIFT アプリケーション
のビルド

OpenShift Dedicated に対して、OpenShift Dedicated Web コンソールの Start Build ボタンを使用し
て既存の OpenShift アプリケーションをビルドするように手動で指定できます。

前提条件前提条件

OpenShift Dedicated への Developer アクセスがある。

OpenShift Dedicated アプリケーションを作成している。

手順手順

1. OpenShift Dedicated で、Project ドロップダウンをアプリケーションプロジェクトに設定しま
す。

2. Topology をクリックします。

3. アプリケーションをクリックして、アプリケーションの詳細ペインを表示します。

4. Start build ボタンをクリックします。

関連情報関連情報

基本的なビルドの実行

Webhook を使用した更新済みアプリケーションの自動再ビルド
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第6章 WEBHOOK を使用した更新済みアプリケーションの自動再
ビルド

アプリケーションコードを格納する Git リポジトリーが更新されるたびに、OpenShift アプリケーショ
ンを自動的に再ビルドし、再デプロイするように設定できます。これにより、常にアプリケーションの
最新バージョンを利用できるようになります。

前提条件前提条件

GitHub リポジトリーをソースとして使用して作成された OpenShift アプリケーション。

GitHub リポジトリーの Webhook 設定を変更するためのパーミッション。

手順手順

1. OpenShift Dedicated で Developer パースペクティブに切り替え、Project ドロップダウンを
適切なプロジェクトに設定します。

2. Topology をクリックし、アプリケーションをクリックしてアプリケーションの詳細ペインを
表示します。

3. Builds で、ビルド設定の名前 (BC で識別) をクリックし、ビルド設定ページを表示します。

4. Webhooks で GitHub のエントリーを見つけ、Copy URL with Secret をクリックします。

5. GitHub のプロジェクトページに移動し、Settings をクリックします。

6. Webhooks → Add webhook をクリックします。

7. Add webhook ページで以下の詳細を入力します。

a. シークレットでコピーした URL を Payload URL フィールドに貼り付けます。

b. Content type を application/json に設定します。

c. その他のオプションはすべてデフォルトのままにします。

d. Add webhook をクリックします。

検証検証

アプリケーションコードを更新し、アプリケーションが正しく再ビルドされ、デプロイされて
いることを確認します。

関連情報関連情報

ビルドのトリガーおよび変更

Webhook の作成
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第7章 JUPYTER でのノートブックの作成またはインポート

7.1. 新規ノートブックの作成

既存のノートブックコンテナーイメージから新規の Jupyter ノートブックを作成し、そのリソースおよ
びプロパティーにアクセスできます。Start a notebook server ページには、単一ユーザーのノート
ブックサーバーとして実行できる利用可能なコンテナーイメージのリストが表示されます。

前提条件前提条件

Red Hat OpenShift Data Science にログインしている。

ノートブックサーバーを起動し、Jupyter にログインしていることを確認している。

ノートブックイメージがレジストリー、イメージストリームに存在し、アクセス可能である。

手順手順

1. File → New → Notebook の順にクリックします。

2. プロンプトが表示されたら、一覧からノートブックのカーネルを選択します。
カーネルを使用する場合は、Select をクリックします。カーネルを使用しない場合は、No
Kernel をクリックします。

検証検証

ノートブックファイルが JupyterLab に表示されることを確認します。

7.2. JUPYTERLAB を使用した GIT リポジトリーからの既存ノートブック
ファイルのアップロード

JupyterLab ユーザーインターフェイスを使用して Git リポジトリーのクローンをワークスペースに作
成し、そのまま作業を継続したり、外部プロジェクトのファイルを統合したりできます。

前提条件前提条件

起動済みで実行中の Jupyter サーバー。

クローンを作成する Git リポジトリーの読み取りアクセス。

手順手順

1. Git リポジトリーの HTTPS URL をコピーします。

GitHub で � Code → HTTPS をクリックし、Clipboard ボタンをクリックします。

GitLab で Clone をクリックし、Clone with HTTPS の下にある Clipboard ボタンをクリッ
クします。

2. JupyterLab インターフェイスで、Git Clone ボタン (  ) をクリックします。

メニューで Git → Clone a repository をクリックするか、Git アイコン (  ) をクリックして
Clone a repository ボタンをクリックすることもできます。
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Clone a repo ダイアログが表示されます。

3. ノートブックを格納するリポジトリーの HTTPS URL を入力します。

4. CLONE をクリックします。

5. プロンプトが表示されたら、Git リポジトリーのユーザー名とパスワードを入力します。

検証検証

リポジトリーの内容が JupyterLab のファイルブラウザーに表示されるか、ターミナルで ls コ
マンドを実行して、リポジトリーがディレクトリーとして表示されることを確認します。
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第8章 独立した PYTHON 関数としてモデルを保存
データモデルを独立した Python 機能に切り替えて、ノートブックサーバー環境外でこれを実行し、こ
れをインテリジェントアプリケーションで使用できます。

前提条件前提条件

JupyterLab インターフェイスへのアクセスがある。

Jupyter ノートブックで予測モデルを開発している。

Jupyter ノートブックが、Red Hat OpenShift DataScience サンプル S2I アプリケーションリポ
ジトリーから作成された Git リポジトリーに保存されている。

手順手順

1. JupyterLab で、新しい prediction.py ファイルを作成します。

2. prediction.py ファイルを編集し、Jupyter ノートブックの予測モデルに基づいて predict 関数
を定義します。

予測の作成に必要なコードのみを含めます。たとえば、Jupyter ノートブックでのプロット
のレンダリングにのみ関連するライブラリーをインポートする必要はありません。

予測を実行するために新しいパッケージが必要な場合は、requirements.txt ファイルの内
容を更新し、pip install -r requirements.txt を実行して新規パッケージをインストールし
ます。

3. 新しいノートブックセルで関数を呼び出すことにより、ノートブックから独立した Python 関
数を実行できることをテストします。以下はその例です。

from prediction import predict
  predict(data)

検証検証

predict 関数が正しく実行され、ノートブックセルから呼び出されると予想される出力を返しま
す。

関連情報関連情報

ノートブックサーバーへの Python パッケージのインストール

8.1. ノートブックサーバーへの PYTHON パッケージのインストール

パッケージとバージョンを requirements.txt ファイルに追加し、ノートブックセルで pip install コマ
ンドを実行すると、デフォルトのノートブックサーバーイメージには含まれない Python パッケージを
インストールできます。

注記注記

Red Hat OpenShift Data Science 1 データモデルの開発データモデルの開発
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注記注記

パッケージを直接インストールすることもできますが、Red Hat は、requirements.txt
ファイルを使用して、ファイルに記載されているパッケージを異なるノートブック間で
簡単に再利用できるようにすることをお勧めします。さらに、requirements.txt ファイ
ルを使用すると、S2I ビルドを使用してモデルをデプロイする場合にも役立ちます。

前提条件前提条件

Jupyter にログインし、ノートブックを開いている。

手順手順

1. 以下の方法のいずれかを使用して、新規テキストファイルを作成します。

+ をクリックして新規ランチャーを開き、Text file をクリックします。

File → New → Text File の順にクリックします。

2. テキストファイルの名前を requirements.txt に変更します。

a. ファイルの名前を右クリックし、Rename Text をクリックします。Rename File ダイアロ
グが開きます。

b. New Name フィールドに requirements.txt を入力し、Rename をクリックします。

3. Requirements.txt ファイルにインストールするパッケージを追加します。

altair

== (equal to) 演算子を使用して、インストールするバージョンを指定できます。以下はその例
です。

altair==4.1.0

注記注記

Red Hat は、時間が経過してもノートブックサーバーの高い安定性を確保するた
めに、正確なパッケージバージョンを指定することをお勧めします。新しいパッ
ケージバージョンは、お使いの環境における動作に対し、望ましくない/予期し
ない変更を加える可能性があります。

複数のパッケージを同時にインストールする場合は、各パッケージを別々の行に配置します。

4. ノートブックセルを使用して、requirements.txt のパッケージをサーバーにインストールしま
す。

a. ノートブックに新しいセルを作成し、以下のコマンドを入力します。

!pip install -r requirements.txt

b. Shift と Enter を押してセルを実行します。

重要重要

第第8章章 独立した独立した PYTHON 関数としてモデルを保存関数としてモデルを保存
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重要重要

ノートブックサーバーにパッケージがインストールされますが、コードセルで 
import ディレクティブを実行してコード内のパッケージを使用する必要があり
ます。

import altair

検証検証

requirements.txt のパッケージが、ノートブックサーバーにインストールされているパッケー
ジ一覧に表示されることを確認します。詳細は、ノートブックサーバーにインストールされて
いる Python パッケージの表示 を参照してください。

Red Hat OpenShift Data Science 1 データモデルの開発データモデルの開発
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第9章 サンプル FLASK アプリケーションを使用した PYTHON 関
数のテスト

独立した Python 関数をアプリケーションに追加する前に、想定通りに機能することをテストする必要
があります。

前提条件前提条件

以下のセクションのいずれかの手順に従って、いずれかの S2I サンプルリポジトリーからアプ
リケーションを作成している。

GitHub テンプレートを使用した OpenShift Data Science の Python S2I アプリケーション
の作成

Cookiecutter を使用した OpenShift Data Science の Python S2I アプリケーションの作成

独立した Python 関数としてモデルを保存 する手順に従って、モデルに別の関数を作成してい
る。

手順手順

1. JupyterLab で、run_flask.ipynb ノートブックファイルを開きます。

2. Cell → Run All をクリックして、ノートブックのすべてのセルを実行します。
これにより、Flagsk アプリケーションが起動します。

検証検証

File → New → Terminal をクリックして JupyterLab でターミナルを開き、以下のコマンドを実
行します。

curl -X POST -H "Content-Type: application/json" --data '{"data" : "hello world"}' 
http://localhost:5000/prediction

あるいは、新規ノートブックセルに以下を入力し、セルを実行します。

!curl -X POST -H "Content-Type: application/json" --data '{"data" : "hello world"}' 
http://localhost:5000/prediction

サンプルアプリケーションに変更が加えられていない場合は、ブラウザーに {"prediction" : 
"not implemented"} のような応答が表示されます。

第第9章章 サンプルサンプル FLASK アプリケーションを使用したアプリケーションを使用した PYTHON 関数のテスト関数のテスト
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第10章 プロジェクトの変更を GIT リポジトリーにプッシュ
実稼働環境でアプリケーションをビルドし、デプロイするには、作業をリモート Git リポジトリーに
アップロードします。

前提条件前提条件

JupterLab インターフェイスでノートブックを開いている。

関連する Git リポジトリーがノートブックサーバーに追加されている。

関連する Git リポジトリーに変更をプッシュするパーミッションがある。

Git バージョン制御拡張がインストールされている。

手順手順

1. File → Save All をクリックして、保存していない変更を保存します。

2. Git アイコン (  ) をクリックし、JupyterLab インターフェイスで Git ペインを開きます。

3. 変更したファイルが Changed に表示されることを確認します。
変更したファイルが Untracked にある場合は、Git → Simple Staging をクリックして簡素化さ
れた Git プロセスを有効にします。

4. 変更をコミットします。

a. Changed の下にあるすべてのファイルに、青いチェックマークが付いていることを確認し
ます。

b. Summary フィールドに、加えた変更の簡単な説明を入力します。

c. Commit をクリックします。

5. Git → Push to Remote をクリックして、変更をリモートリポジトリーにプッシュします。

6. プロンプトが表示されたら、Git 認証情報を入力し、OK をクリックします。

検証検証

最近プッシュされた変更は、リモート Git リポジトリーに表示されます。

Red Hat OpenShift Data Science 1 データモデルの開発データモデルの開発
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第11章 デプロイされたアプリケーションエンドポイントでの予測関
数のテスト

アプリケーションのデプロイ後に、デプロイされたエンドポイントで予測関数が適切に機能することを
テストできます。

前提条件前提条件

アプリケーションは、予測関数が含まれる状態でビルドおよびデプロイされている。

予測関数が含まれるアプリケーションの Web アドレスを把握している。

手順手順

1. File → New → Terminal をクリックして、JupyterLab でターミナルを開きます。

2. 以下のコマンドを実行します。<application-url> はアプリケーションの Web アドレスに置き
換えます (例: http://myapp-myproject.apps.mycluster.abc1.s1.devshift.org)。

curl -X POST -H "Content-Type: application/json" --data '{"data" : "hello world"}' <application-
url>/predictions

以下はその例です。

curl -X POST -H "Content-Type: application/json" --data '{"data" : "hello world"}' http://myapp-
myproject.apps.mycluster.abc1.s1.devshift.org/predictions

または、! の後に、新しいノートブックセルに同じコマンドを入力して、セルを実行します。

!curl -X POST -H "Content-Type: application/json" --data '{"data" : "hello world"}' <application-
url>/predictions

検証検証

このエンドポイントは、{"predictions" : "not implemented"} など、アプリケーションから応
答を受け取った場合に機能します。

第第11章章 デプロイされたアプリケーションエンドポイントでの予測関数のテストデプロイされたアプリケーションエンドポイントでの予測関数のテスト
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